
(57)【要約】

被制御体を予め設定した恒温状態に保持する温度制御装

置およびアレイ導波路格子型光波長合分波器において、

半導体制御素子の接合温度の悪影響を皆無とすることに

より、全体の構成を簡単化すると共に、動作効率を無理

なく、かつ充分に高めることを目的とする。アレイ導波

路格子型光波長合分波素子である被制御体１０を固定し

た、熱伝導性の良い材料製の均熱板２に、その接合温度

により発熱体として機能する制御端子付き半導体制御素

子３と温度センサー５とを固定し、この温度センサー５

からの温度検出信号ｓ４から得た現在温度信号ｓ２と、

予め設定した目標温度信号ｓ１との誤差信号ｓ３に従っ

て、半導体制御素子３の導通状態を負帰還制御し、これ

により半導体制御素子３の接合温度を損失ではなく、加

熱源として有効利用し、かつ消費電力の低減化および性

能の安定化を達成する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 素 子 等 の 被 制 御 体 （ １ ０ ） を 、 予 め 設 定 し た 恒 温 状 態 に
保 持 す る 温 度 制 御 装 置 （ Ｔ ） で あ っ て 、 均 熱 部 （ １ ） と 制 御 部 （ ６ ） と か ら 構 成 し 、 前 記
均 熱 部 （ １ ） を 、 固 定 し た 前 記 被 制 御 体 （ １ ０ ） を 加 熱 す る 、 金 属 等 の 熱 伝 導 性 の 良 い 材
料 製 の 均 熱 板 （ ２ ） と 、 該 均 熱 板 （ ２ ） に 固 定 さ れ 、 発 熱 体 と し て 機 能 す る 制 御 端 子 付 き
半 導 体 制 御 素 子 （ ３ ） と 、 前 記 被 制 御 体 （ １ ０ ） に 隣 接 し て 、 前 記 均 熱 板 （ ２ ） に 固 定 さ
れ た 温 度 セ ン サ ー （ ５ ） と 、 を 有 す る 構 成 と し 、 前 記 制 御 部 （ ６ ） を 、 加 熱 目 標 温 度 を 設
定 す る 温 度 設 定 回 路 （ ８ ） と 、 前 記 温 度 セ ン サ ー （ ５ ） か ら の 温 度 検 出 信 号 （ ｓ ４ ） に 従
っ て 現 在 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 回 路 （ ７ ） と 、 前 記 温 度 設 定 回 路 （ ８ ） か ら の 目 標 温 度
信 号 （ ｓ １ ） と 温 度 測 定 回 路 （ ７ ） か ら の 現 在 温 度 信 号 （ ｓ ２ ） と を 比 較 し て 、 そ の 差 を
誤 差 信 号 （ ｓ ３ ） と し て 出 力 す る 、 前 記 半 導 体 制 御 素 子 （ ３ ） の 制 御 端 子 回 路 で あ る 比 較
器 （ ９ ） と 、 を 有 す る 構 成 と し た 温 度 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
半 導 体 制 御 素 子 （ ３ ） に 、 ヒ ー タ ー （ ４ ） を 直 列 接 続 し た 請 求 項 １ 記 載 の 温 度 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
半 導 体 制 御 素 子 （ ３ ） を 、 ト ラ ン ジ ス タ と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 温 度 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 素 子 で あ る 被 制 御 体 （ １ ０ ） と 、 該 被 制 御 体 （ １ ０ ） を
予 め 設 定 し た 恒 温 状 態 に 保 持 す る 温 度 制 御 装 置 （ Ｔ ） と か ら 構 成 さ れ 、 該 温 度 制 御 装 置 （
Ｔ ） を 均 熱 部 （ １ ） と 制 御 部 （ ６ ） と か ら 構 成 し 、 前 記 均 熱 部 （ １ ） は 、 固 定 し た 前 記 被
制 御 体 （ １ ０ ） を 加 熱 す る 、 金 属 等 の 熱 伝 導 性 の 良 い 材 料 製 の 均 熱 板 （ ２ ） と 、 該 均 熱 板
（ ２ ） に 固 定 さ れ 、 発 熱 体 と し て 機 能 す る 制 御 端 子 付 き 半 導 体 制 御 素 子 （ ３ ） と 、 前 記 被
制 御 体 （ １ ０ ） に 隣 接 し て 、 前 記 均 熱 板 （ ２ ） に 固 定 さ れ た 温 度 セ ン サ ー （ ５ ） と 、 を 有
し 、 ま た 前 記 制 御 部 （ ６ ） は 、 加 熱 目 標 温 度 を 設 定 す る 温 度 設 定 回 路 （ ８ ） と 、 前 記 温 度
セ ン サ ー （ ５ ） か ら の 温 度 検 出 信 号 （ ｓ ４ ） に 従 っ て 現 在 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 回 路 （
７ ） と 、 前 記 温 度 設 定 回 路 （ ８ ） か ら の 目 標 温 度 信 号 （ ｓ １ ） と 温 度 測 定 回 路 （ ７ ） か ら
の 現 在 温 度 信 号 （ ｓ ２ ） と を 比 較 し て 、 そ の 差 を 誤 差 信 号 （ ｓ ３ ） と し て 出 力 す る 、 前 記
半 導 体 制 御 素 子 （ ３ ） の 制 御 端 子 回 路 で あ る 比 較 器 （ ９ ） と 、 を 有 す る ア レ イ 導 波 路 格 子
型 光 波 長 合 分 波 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
技 術 分 野
本 発 明 は 、 ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 素 子 等 の 被 制 御 体 を 、 予 め 設 定 し た 恒 温 状 態
に 、 精 度 良 く 加 熱 保 持 す る 温 度 制 御 装 置 と 、 こ の 温 度 制 御 装 置 を 使 用 し た ア レ イ 導 波 路 格
子 型 光 波 長 合 分 波 器 に 関 す る も の で あ る 。
背 景 技 術
ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 素 子 等 の 被 制 御 体 を 、 予 め 設 定 し た 恒 温 状 態 に 保 持 す る
温 度 制 御 装 置 の 一 般 的 な 従 来 構 成 は 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 均 熱 部 １ と 制 御 部 ６
と か ら 構 成 さ れ て い る 。
均 熱 部 １ は 、 被 制 御 体 １ ０ を 固 定 し た 、 熱 伝 導 性 の 良 い 材 料 製 の 均 熱 板 ２ に ヒ ー タ ー ４ ０
を 埋 設 す る と 共 に 、 被 制 御 体 １ ０ に 隣 接 し て 温 度 セ ン サ ー ５ を 固 定 し て 構 成 さ れ て い る 。
制 御 部 ６ は 、 温 度 セ ン サ ー ５ か ら の 温 度 検 出 信 号 ｓ ４ に 従 っ て 温 度 検 出 回 路 ７ か ら 出 力 さ
れ た 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ と 、 予 め 加 熱 目 標 温 度 を 設 定 し て い る 温 度 設 定 回 路 ８ か ら 出 力 さ れ
た 目 標 温 度 信 号 ｓ １ と を 、 ヒ ー タ ー ４ ０ に 直 列 接 続 さ れ た 半 導 体 制 御 素 子 ３ ０ の 制 御 端 子
回 路 で あ る 比 較 器 ９ で 比 較 し 、 比 較 器 ９ で 得 ら れ た 比 較 結 果 で あ る 誤 差 信 号 ｓ ３ を 、 半 導
体 制 御 素 子 ３ ０ の 制 御 端 子 に 制 御 信 号 と し て 入 力 す る 構 成 と な っ て い る 。
す な わ ち 、 従 来 は 、 熱 源 と し て 専 ら ヒ ー タ ー ４ ０ を 使 用 し 、 こ の ヒ ー タ ー ４ ０ に 熱 結 合 さ
れ た 温 度 セ ン サ ー ５ か ら の 温 度 情 報 を 制 御 部 ６ で 処 理 し 、 こ の 制 御 部 ６ の 半 導 体 制 御 素 子
３ ０ で ヒ ー タ ー ４ ０ へ の 供 給 電 流 を 制 御 す る こ と に よ り 、 ヒ ー タ ー ４ ０ を 駆 動 し て 、 均 熱
板 ２ す な わ ち 被 制 御 体 １ ０ を 一 定 温 度 に 制 御 す る 、 と 云 う 負 帰 還 制 御 を 行 っ て い る （ 例 え

10

20

30

40

50

(2) JP WO2003/083537 A1 2003.10.9



ば 、 特 開 平 ９ － ３ ０ ６ ６ ３ ８ 号 公 報 の 従 来 技 術 の 項 を 参 照 ） 。
し か し な が ら 、 上 記 し た 従 来 技 術 に あ っ て は 、 ヒ ー タ ー ４ ０ へ の 供 給 電 流 を 直 接 制 御 す る
半 導 体 制 御 素 子 ３ ０ に 、 必 然 的 に 高 い 接 合 温 度 が 発 生 す る が 、 こ の 半 導 体 制 御 素 子 ３ ０ の
接 合 温 度 を 効 率 的 に 放 熱 さ せ る 専 用 の 機 能 部 分 が 必 要 と な り 、 こ の た め 温 度 制 御 装 置 の 制
御 部 ６ の 構 造 が 複 雑 と な る と 共 に 、 こ の 温 度 制 御 装 置 を 使 用 し た ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波
長 合 分 波 器 の 小 型 化 が 大 幅 に 制 限 さ れ る 、 と 云 う 問 題 が あ っ た 。
ま た 、 ヒ ー タ ー ４ ０ を 発 熱 駆 動 さ せ る 電 源 電 力 の 一 部 が 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ ０ の 接 合 温 度
と し て 無 駄 に 消 費 さ れ て し ま う の で 、 こ の 半 導 体 制 御 素 子 ３ ０ で の 損 失 が 無 効 分 と な り 、
温 度 制 御 装 置 全 体 の 効 率 を 悪 く す る 、 と 云 う 問 題 が あ っ た 。
さ ら に 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ ０ の 熱 抵 抗 値 （ １ Ｗ あ た り の 温 度 上 昇 率 ） は 、 接 合 温 度 、 ア レ
イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 器 の ケ ー ス 温 度 、 エ ア ー ま で の 熱 抵 抗 値 で あ り 、 ケ ー ス 温 度
か ら エ ア ー ま で の 間 は 、 ヒ ー ト シ ン ク （ 放 熱 手 段 ） の 熱 抵 抗 値 と な る の で あ る が 、 小 型 化
す る と 高 い 数 値 と な る の で 、 温 度 制 御 装 置 の 信 頼 性 の さ ら な る 向 上 は 望 み 得 な い 、 と 云 う
問 題 が あ っ た 。
そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 し た 従 来 技 術 に お け る 問 題 点 を 解 消 す べ く 創 案 さ れ た も の で 、 被
制 御 体 を 予 め 設 定 し た 恒 温 状 態 に 保 持 す る 温 度 制 御 装 置 お よ び 、 こ の 温 度 制 御 装 置 を 用 い
た ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 器 に お い て 、 半 導 体 制 御 素 子 の 接 合 温 度 の 悪 影 響 を 皆
無 と す る こ と を 技 術 的 課 題 と し 、 も っ て 、 温 度 制 御 装 置 お よ び ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長
合 分 波 器 の 構 成 を 簡 単 化 す る と 共 に 、 動 作 効 率 を 無 理 な く 、 か つ 充 分 に 高 め る こ と を 目 的
と す る 。
発 明 の 開 示
上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 内 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 ア レ イ 導 波 路 格 子
型 光 波 長 合 分 波 素 子 等 の 被 制 御 体 を 、 予 め 設 定 し た 恒 温 状 態 に 保 持 す る 温 度 制 御 装 置 で あ
る こ と 、
こ の 温 度 制 御 装 置 を 均 熱 部 と 制 御 部 と か ら 構 成 す る こ と 、
均 熱 部 を 、 固 定 し た 被 制 御 体 を 加 熱 す る 、 金 属 等 の 熱 伝 導 性 の 良 い 材 料 製 の 均 熱 板 と 、 こ
の 均 熱 板 に 固 定 さ れ 、 発 熱 体 と し て 機 能 す る 制 御 端 子 付 き 半 導 体 制 御 素 子 と 、 被 制 御 体 に
隣 接 し て 、 均 熱 板 に 固 定 さ れ た 温 度 セ ン サ ー と 、 を 有 す る 構 成 と す る こ と 、
制 御 部 を 、 加 熱 目 標 温 度 を 設 定 す る 温 度 設 定 回 路 と 、 均 熱 部 の 温 度 セ ン サ ー か ら の 温 度 検
出 信 号 ｓ ４ に 従 っ て 現 在 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 回 路 と 、 温 度 設 定 回 路 か ら の 目 標 温 度 信
号 ｓ １ と 温 度 検 出 回 路 か ら の 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ と を 比 較 し て 、 そ の 差 を 誤 差 信 号 ｓ ３ と し
て 出 力 す る 、 半 導 体 制 御 素 子 の 制 御 端 子 回 路 で あ る 比 較 器 と 、 を 有 す る 構 成 と す る こ と 、
に あ る 。
こ の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 均 熱 部 で 、 半 導 体 制 御 素 子 に 電 力 を 供 給 し て 発 熱 さ
せ 、 こ れ に よ り 均 熱 板 を 加 熱 し て 被 制 御 体 を 加 熱 す る の で あ る が 、 被 制 御 体 に 対 す る 加 熱
温 度 は 、 温 度 セ ン サ ー で 常 時 測 定 さ れ 、 そ の 測 定 結 果 を 測 定 信 号 ｓ ４ と し て 制 御 部 に 送 る
。
制 御 部 で は 、 温 度 検 出 信 号 ｓ ４ を 温 度 検 出 回 路 に 入 力 し て 、 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ を 作 成 し 、
こ の 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ と 、 予 め 設 定 し た 加 熱 目 標 温 度 に 従 っ て 温 度 設 定 回 路 で 作 成 し た 目
標 温 度 信 号 ｓ １ と を 比 較 器 で 比 較 し 、 両 信 号 の 差 を 誤 差 信 号 ｓ ３ と し て 半 導 体 制 御 素 子 の
制 御 端 子 に 入 力 す る 。
制 御 端 子 付 き 半 導 体 制 御 素 子 は 、 誤 差 信 号 ｓ ３ に 従 っ て 消 費 電 力 を 制 御 す る の で 、 こ の 誤
差 信 号 ｓ ３ が 小 さ い ほ ど 、 す な わ ち 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ の 値 が 目 標 温 度 信 号 ｓ １ の 値 に 近 い
ほ ど 、 消 費 電 力 は 小 さ く な り 、 こ れ に よ り 被 制 御 体 を 目 標 と す る 温 度 に 加 熱 す る と 共 に 、
目 標 と す る 恒 温 状 態 に 維 持 す る 。
均 熱 部 の 発 熱 の た め の 電 力 を 直 接 制 御 す る 半 導 体 制 御 素 子 を 、 均 熱 部 の 熱 源 と し て い る の
で 、 均 熱 板 が 、 半 導 体 制 御 素 子 の 放 熱 板 と し て 機 能 す る こ と に な り 、 半 導 体 制 御 素 子 に 専
用 の 放 熱 機 能 部 分 を 設 け る 必 要 が な い 。
ま た 、 半 導 体 制 御 素 子 は 、 所 望 す る そ れ 自 体 の 発 熱 に 必 要 と す る 電 力 を 制 御 す る の で 、 均
熱 部 の 発 熱 に 要 す る 電 力 の 全 て を 直 接 制 御 す る こ と に な り 、 こ の た め 均 熱 部 の 効 率 の 良 い
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加 熱 作 用 を 得 る こ と が で き 、 そ し て 加 熱 に 要 す る 電 源 の 負 荷 が 半 導 体 制 御 素 子 だ け で あ る
の で 、 電 源 の 低 電 圧 化 が 可 能 と な る 。
そ し て 、 半 導 体 制 御 素 子 は 、 そ の 接 合 温 度 を 、 従 来 の ヒ ー タ ー へ の 供 給 電 流 制 御 動 作 時 の
温 度 に 比 べ て 低 い 、 予 め 設 定 さ れ た 均 熱 部 の 温 度 と ほ ぼ 等 し い 温 度 と す れ ば 良 い の で 、 そ
の 分 、 周 囲 温 度 に 影 響 さ れ る こ と な く 、 信 頼 性 が 向 上 す る 。
す な わ ち 、 半 導 体 制 御 素 子 の 故 障 率 （ Ｆ Ｉ Ｔ 数 ） は 、 接 合 温 度 に 依 存 し て い る の で 、 こ の
接 合 温 度 を 低 く 抑 え る こ と が で き る 分 、 半 導 体 制 御 素 子 の 信 頼 性 が 向 上 す る 。
さ ら に 、 半 導 体 制 御 素 子 の 熱 抵 抗 値 は 、 接 合 温 度 、 ケ ー ス 温 度 ま で の 熱 抵 抗 値 と な り 、 ケ
ー ス 温 度 か ら エ ア ー ま で の 間 が 等 し く な っ て 、 無 限 大 放 熱 器 を 取 付 け た と 等 し い 状 態 と な
っ て い る の で 、 接 合 温 度 が 低 下 し て 、 そ の 分 、 信 頼 性 が 向 上 す る 。
制 御 部 に は 、 発 熱 す る 半 導 体 制 御 素 子 が な い の で 、 放 熱 手 段 と か 防 熱 手 段 を 講 じ る 必 要 が
な く 、 そ の 分 、 構 造 が 簡 単 と な る と 共 に 、 全 体 が 小 型 で 軽 量 と す る こ と が 可 能 で あ り 、 こ
れ に よ り 取 扱 い が 容 易 で あ る と 共 に 、 取 付 け に 対 す る 制 約 が 大 幅 に 少 な く な る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 半 導 体 制 御 素 子 に 、 ヒ ー タ ー を 直
列 接 続 し た こ と 、 を 加 え た も の で あ る 。
こ の 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 均 熱 部 の 発 熱 源 が 、 半 導 体 制 御 素 子 と 、 こ の 半 導 体
制 御 素 子 に よ り 動 作 が 制 御 さ れ る ヒ ー タ ー と の 二 つ と な る の で 、 被 制 御 体 に 対 す る 加 熱 能
力 が 充 分 に 高 い も の と な る 。
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 半 導 体 制 御 素 子 を 、 ト ラ
ン ジ ス タ と し た こ と 、 を 加 え た も の で あ る 。
こ の 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 こ の 種 の 温 度 制 御 装 置 の 電 源 と し て は 、 直 流 定 電 圧
電 源 を 使 用 す る の が 一 般 で あ る の で 、 発 熱 の 制 御 、 す な わ ち 供 給 電 力 の 制 御 と し て は 、 電
流 制 御 が 適 し て お り 、 そ れ ゆ え 半 導 体 制 御 素 子 と し て 、 高 い 電 流 利 得 を 得 る こ と の で き る
ト ラ ン ジ ス タ を 使 用 す る こ と に よ り 、 効 率 の 良 い 温 度 制 御 を 達 成 で き る 。
ま た 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、
ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 素 子 で あ る 被 制 御 体 と 、 こ の 被 制 御 体 を 予 め 設 定 し た 恒
温 状 態 に 保 持 す る 温 度 制 御 装 置 と か ら 構 成 さ れ る 、 ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 器 で
あ る こ と 、
温 度 制 御 装 置 を 均 熱 部 と 制 御 部 と か ら 構 成 す る こ と 、
温 度 制 御 装 置 の 均 熱 部 は 、 固 定 し た 被 制 御 体 を 加 熱 す る 、 金 属 等 の 熱 伝 導 性 の 良 い 材 料 製
の 均 熱 板 と 、 こ の 均 熱 板 に 固 定 さ れ 、 発 熱 体 と し て 機 能 す る 制 御 端 子 付 き 半 導 体 制 御 素 子
と 、 被 制 御 体 に 隣 接 し て 、 均 熱 板 に 固 定 さ れ た 温 度 セ ン サ ー と を 有 す る こ と 、
ま た 温 度 制 御 装 置 の 制 御 部 は 、 加 熱 目 標 温 度 を 設 定 す る 温 度 設 定 回 路 と 、 均 熱 部 の 温 度 セ
ン サ ー か ら の 温 度 検 出 信 号 ｓ ４ に 従 っ て 現 在 温 度 を 検 出 す る 温 度 検 出 回 路 と 、 温 度 設 定 回
路 か ら の 目 標 温 度 信 号 ｓ １ と 温 度 測 定 回 路 か ら の 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ と を 比 較 し て 、 そ の 差
を 誤 差 信 号 ｓ ３ と し て 出 力 す る 、 均 熱 部 の 半 導 体 制 御 素 子 の 制 御 端 子 回 路 で あ る 比 較 器 と
を 有 す る こ と 、
に あ る 。
こ の 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に お い て は 、 温 度 制 御 装 置 に よ る 被 制 御 体 に 対 す る 加 熱 温 度 制 御
が 、 雰 囲 気 温 度 に 影 響 さ れ る こ と な く 、 正 確 に か つ 安 定 し て 行 わ れ る の で 、 各 出 力 導 波 路
に お け る 出 力 波 の 波 長 を 、 設 定 さ れ た 値 に 正 確 に 維 持 す る こ と が で き る 。
温 度 制 御 装 置 の 消 費 電 力 を 少 な く す る こ と が で き る こ と か ら 、 ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長
合 分 波 器 全 体 と し て も 、 そ の 消 費 電 力 が 小 さ く な る 。
温 度 制 御 装 置 の 電 源 の 低 電 圧 化 が 可 能 で あ る と 共 に 、 半 導 体 制 御 素 子 の 信 頼 性 を 高 め る こ
と が で き る こ と か ら 、 寿 命 が 延 び る こ と に な る 。
温 度 制 御 装 置 の 構 造 が 簡 単 化 し 、 か つ 小 型 化 し て い る こ と か ら 、 全 体 を 簡 単 に 小 型 化 す る
こ と が で き 、 こ れ に よ り 取 扱 い お よ び 取 付 け が 容 易 と な る 。
発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態
以 下 、 本 発 明 に よ る ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 器 の 実 施 例 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。
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図 １ ～ 図 ３ は 第 一 実 施 例 を 示 し た も の で 、 温 度 制 御 装 置 Ｔ の 均 熱 部 １ は 、 図 １ お よ び 図 ２
に 示 す よ う に 、 ア ル ミ や 銅 等 の 金 属 ま た は 焼 結 金 属 （ セ ラ ミ ッ ク ） 等 の 熱 伝 導 性 の 良 い 材
料 で 平 板 状 に 成 形 さ れ た 均 熱 板 ２ の 上 面 に 、 温 度 変 化 に 伴 っ て 特 性 が 変 化 す る の で 、 恒 温
状 態 に 保 持 す る 必 要 の あ る 、 ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 素 子 で あ る 被 制 御 体 １ ０ を
、 で き る だ け 広 い 接 触 面 積 で 固 着 固 定 し 、 こ の 被 制 御 体 １ ０ に 隣 接 し て 温 度 セ ン サ ー ５ を
固 定 し 、 さ ら に 均 熱 板 ２ の 下 面 の 被 制 御 体 １ ０ に 対 向 し た 箇 所 （ 図 ２ 参 照 ） に 、 制 御 端 子
付 き 半 導 体 制 御 素 子 ３ で あ る ト ラ ン ジ ス タ （ パ ワ ー ト ラ ン ジ ス タ ） を 固 着 固 定 し 、 さ ら に
同 じ 均 熱 板 ２ の 下 面 に 、 Ｉ Ｃ 化 し た 制 御 部 ６ を 固 着 固 定 し て 構 成 さ れ て い る 。
温 度 制 御 装 置 Ｔ の 制 御 部 ６ は 、 温 度 セ ン サ ー ５ か ら の 温 度 信 号 で あ る 温 度 検 出 信 号 ｓ ４ を
入 力 し て 、 こ の 温 度 検 出 信 号 ｓ ４ に 対 応 し た 大 き さ の 現 在 温 度 信 号 ｓ ２ を 出 力 す る 温 度 検
出 回 路 ７ と 、 被 制 御 体 １ ０ を 保 持 し た い 恒 温 値 が 予 め 設 定 さ れ て お り 、 こ の 恒 温 値 に 従 っ
た 一 定 の 大 き さ の 目 標 温 度 信 号 ｓ １ を 出 力 す る 温 度 設 定 回 路 ８ と 、 目 標 温 度 信 号 ｓ １ と 現
在 温 度 信 号 ｓ ２ と を 同 時 に 入 力 し て 、 そ の 差 を 誤 差 信 号 ｓ ３ と し て 出 力 す る 、 半 導 体 制 御
素 子 ３ の 制 御 端 子 回 路 で も あ る 比 較 器 ９ と 、 か ら 構 成 さ れ て い る 。
こ の よ う に 、 制 御 部 ６ は 、 実 質 的 に は 、 全 体 で 半 導 体 制 御 素 子 ３ の 制 御 端 子 回 路 を 構 成 す
る も の と な っ て い る の で 、 小 さ な 電 力 で 稼 動 す る こ と が で き 、 こ の た め 全 体 の Ｉ Ｃ 化 が き
わ め て 容 易 で あ る 。
ま た 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ が 加 熱 源 と な っ て 均 熱 板 ２ に 固 着 さ れ て い る の で 、 均 熱 板 ２ が 半
導 体 制 御 素 子 ３ の 放 熱 機 能 部 を 構 成 す る こ と に な り 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ に は 、 専 用 の 放 熱
機 能 部 分 が 設 け ら れ て い な い 。
図 ４ お よ び 図 ５ は 、 本 発 明 に よ る ア レ イ 導 波 路 格 子 型 光 波 長 合 分 波 器 の 第 二 実 施 例 を 示 す
も の で 、 第 一 実 施 例 の 温 度 制 御 装 置 Ｔ の 均 熱 部 １ に 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ に 直 列 接 続 さ れ た
ヒ ー タ ー ４ を 、 均 熱 板 ２ に 埋 設 し た 状 態 で 組 付 け た も の で 、 温 度 制 御 装 置 Ｔ の 制 御 部 ６ の
構 成 は 、 第 一 実 施 例 と 全 く 同 じ で あ る 。
こ の 第 二 実 施 例 に お け る ヒ ー タ ー ４ は 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ に よ る 均 熱 板 ２ の 加 熱 を 補 助 す
る も の で あ る の で 、 従 来 の ヒ ー タ ー ４ ０ に 比 べ て そ の 定 格 は 充 分 に 小 さ い も の で あ り 、 図
４ に 示 す よ う に 、 半 導 体 制 御 素 子 ３ で 加 熱 さ れ る 領 域 を 囲 む 形 態 で 取 付 け ら れ る こ と が 望
ま し い 。
発 明 の 効 果
本 発 明 は 、 上 記 し た 構 成 と な っ て い る の で 、 以 下 に 示 す 効 果 を 奏 す る 。
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 均 熱 部 の 熱 源 と し て 、 こ の 均 熱 部 の 発 熱 の た め の 電 力 を
制 御 し て い る 半 導 体 制 御 素 子 の 接 合 温 度 を 利 用 し て い る の で 、 熱 源 と し て の 電 力 の 負 荷 が
小 さ く 、 こ れ に よ り 消 費 電 力 が 低 減 し て 、 低 電 圧 化 が 可 能 と な り 、 き わ め て 効 率 の 良 い 稼
動 を 得 る こ と が で き る 。
ま た 、 均 熱 板 が 、 半 導 体 制 御 素 子 の 放 熱 機 能 部 分 を 構 成 す る の で 、 そ の 分 、 半 導 体 制 御 素
子 の 構 成 を 簡 単 化 す る こ と が で き 、 か つ 均 熱 部 に 要 求 さ れ る 目 標 温 度 は 、 従 来 技 術 に お け
る 半 導 体 制 御 素 子 の 接 合 温 度 に 比 べ て 充 分 に 小 さ い の で 、 半 導 体 制 御 素 子 を 、 そ の 接 合 温
度 を 低 く し て 動 作 さ せ る こ と が で き 、 こ れ に よ り 半 導 体 制 御 素 子 の 信 頼 性 が 向 上 し て 、 安
全 で 安 定 し た 動 作 を 得 る こ と が で き る 。
制 御 部 は 、 放 熱 を 必 要 と す る ほ ど に 発 熱 す る 構 成 部 分 が 全 く な い の で 、 そ の 全 体 を 充 分 に
小 型 に か つ 軽 量 に す る の が 容 易 で あ り 、 こ れ に よ り 取 扱 い が 容 易 と な る と 共 に 、 取 付 け 場
所 の 制 限 が 殆 ど な く な り 、 場 合 に よ っ て は 、 均 熱 部 と 一 体 化 が 可 能 で 、 そ の た め の Ｉ Ｃ 化
が 容 易 と な る 。
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 発 熱 体 で あ る 半 導 体 制 御 素 子 の 補 助 と し て 、 こ の 半 導 体
制 御 素 子 に 直 列 接 続 さ れ た ヒ ー タ ー を 用 い る の で 、 充 分 に 高 い 加 熱 能 力 を 得 る こ と が で き
、 こ れ に よ り 速 や か な 加 熱 制 御 を 得 る こ と が で き る 。
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 直 流 定 電 圧 電 源 を 使 用 す る 温 度 制 御 装 置 に お い て 、 電 流
制 御 に よ り 発 熱 の 制 御 を 、 高 い 電 流 利 得 を 得 る 状 態 で 達 成 す る こ と が で き る の で 、 効 率 の
良 い そ し て 安 定 し た 温 度 制 御 を 得 る こ と が で き る 。
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 各 出 力 導 波 路 に お け る 出 力 波 の 波 長 を 、 設 定 さ れ た 値 に
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正 確 に 維 持 す る こ と が で き る の で 、 正 確 な 分 波 特 性 を 安 定 し て 維 持 す る こ と が で き 、 ま た
消 費 電 力 が 少 な く 、 高 い 安 全 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 例 に お け る 、 全 体 外 観 斜 視 図 で あ る 。
図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 実 施 例 の 側 面 図 で あ る 。
図 ３ は 、 図 １ に 示 し た 第 一 実 施 例 の 回 路 構 成 を 示 す 、 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 ４ は 、 本 発 明 の 第 二 実 施 例 に お け る 、 全 体 外 観 斜 視 図 で あ る 。
図 ５ は 、 図 ４ に 示 し た 第 二 実 施 例 の 回 路 構 成 を 示 す 、 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 ６ は 、 従 来 技 術 の 構 成 を 示 す 、 外 観 斜 視 図 で あ る 。
図 ７ は 、 図 ６ に 示 し た 従 来 技 術 に お け る 回 路 構 成 を 示 す 、 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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